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業界の動き業界の動き
●情報連絡員からの景況報告の概要

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）
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●DI値＋10（前年同月比＋26）
●業種別DI値
　製造業 ＋5（前年同月比＋35）
　非製造業 ＋13（前年同月比＋20）
●前月比DI値
　製造業 25ポイント悪化
　非製造業 3ポイント改善

●DI値±0（前年同月比＋16）
●業種別DI値
　製造業 ▲5（前年同月比＋15）
　非製造業 ＋3（前年同月比＋16）
●前月比DI値
　製造業 5ポイント悪化
　非製造業 10ポイント改善

●DI値＋6（前年同月比＋18）
●業種別DI値
　製造業 ＋5（前年同月比＋20）
　非製造業 ＋7（前年同月比＋17）
●前月比DI値
　製造業 10ポイント改善
　非製造業 17ポイント改善

　山梨県歯科医師協同組合　理事長　渡邊 冨裕 氏

　歯科医療の目的は、歯や口腔内の健康と機能向上により国民に生涯に
わたって幸福を感じてもらい心身の健康に寄与することにあると思います。
健康を維持し疾病を克服することは個人的な問題のように思われますが、
食べることは人間にとって基本的な要件であり、一人でも多くの人が健康
で暮らせることが地域社会を支える基盤につながっていると考えます。
　現在、県内で419の組合員が地域に密着した医療活動を理念に歯科医
院を経営しています。しかし、時代の変化に合わせた医院の経営の合理化
や歯科衛生士や歯科技工士などとの労使関係など、歯科医院の経営の安
定のために改善していかなければならない様々な課題があります。
　当組合では、各歯科医院の経営課題の解決のために、組合員のニーズ
に合った医療機器や事務用品などの共同購買や斡旋、歯科医師や従業員
の福利厚生充実のための団体保険・損害保険など様々な事業を行ってい

ます。また、教育情報事業では最新の医療技術の研修会や経営・労務管理
の情報提供を行い、今後の歯科医院の経営をサポートする取り組みを
行っています。
　昨年度からは、パソコンを使ったテレビ会議を取り入れ、理事会や役
員・事務局との打ち合わせに活用しています。これは全国的にも先進的な
取り組みで、組織運営の効率化に効果を発揮しています。来年度以降は、
組合の会議や研修会・講演会など活用の幅を広げていきたいと思います。
　高齢社会の到来により歯科医療を取り巻く課題は大きく変化を続けて
います。組合としては、これからも組合員のための様々な共同事業の検討
と取り組みを進め、歯科医院経営の合理化や安定化に寄与していかなけ
ればなりません。各歯科医院が地域の人々の生活と健康を支える医療を
実現できる環境を目指して活動を行っていきたいと思います。
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　平成29年9月の山梨県内の全業種のDI値は、前年同月比では、売上高は26ポイント、
収益状況は16ポイント、景況感は18ポイント改善、全世界の経済に影響を与えたリーマ
ンショック（2008年9月）以降、本会の調査では、はじめて全てのDI値がプラス（収益のみ
ゼロ値）に転じた。
　前月比で比較すると売上高は8ポイント悪化したが、収益状況は4ポイント、景況感は
14ポイント改善する結果となった。
　業種別のDI値では、製造業は、前年同月比で売上高は35ポイント、収益状況は15ポイ
ント、景況感は20ポイントといずれの項目も改善したが、前月比では売上高は25ポイン
ト、収益状況は5ポイントの悪化となり、景況感は10ポイント改善する結果となった。鉄
鋼・金属、一般機器等の製造業界は好調であり、今後、建設関連も年度後半の繁忙期に向
かい、好転を期待するとの報告があった。
　非製造業においては、前年同月比では売上高20ポイント、収益状況16ポイント、景況
感は17ポイントそれぞれ改善した。前月比では売上高は3ポイント、収益状況は10ポイン
ト、景況感は17ポイントとすべての項目で改善が見られた。ジュエリー業界では、海外バ
イヤーから日本製品への需要が高まりから将来的に期待するとの明るい報告があった。
　今後は、秋の行楽シーズンや年末の商戦期を控え消費者マインドの上昇を期待する一
方で、建設業を筆頭に来年以降はオリンピック開催に伴う大型の投資が縮小、2019年に
は消費税率のUPが予定されており、仕事量の減少による景気の先行きに不安を感じて
いる事業者も多く、さらに人材の確保、人材の育成や事業承継を業界全体で取り組む必
要性を訴える声も大きくなっている。
　将来的な景気の悪化の状況の、中小企業者の経営力強化への取り組みを早急に行わ
なければならないと中央会では考えている。

9月分9月分

平成29年

■製造業
●食料品（水産物加工）／ギフト関係、業務用食材
は不調だが、おせち料理向けが好調であり売上
が改善され、全体の売上では前年同月比で
101.8％。
●食料品（洋菓子製造）／自社製品は輸出向けが
前年を上回ったが、専門店・量販店向けが落ち
込み前年同月比98.7％。全体の売上は前年同
月比102.4％と前年並みを維持。
●食料品（パン・菓子製造業）／9月から繁忙期と
なるが人材の確保が難しく、外国人の派遣労働
者を雇用して対応。
●食料品（酒類製造業）／経済連携協定（EPA）
締結で欧州産ワインの関税撤廃が行われること
から、価格競争の激化が予想され、中小地場産
ワイナリーは影響を憂慮。ワインの原料となるブ
ドウの収穫が最盛期を迎え天候は好調だったこ
とから出来栄えに期待が高まる。
●繊維･同製品（アパレル）／下請加工業者は加工
賃の低下により低調。自社ブランドを持つ製造販
売業者は販路の拡大により好調であるが、業界全
体として大きな動きは無い。製造・販売共に、ター
ゲットを絞った戦略が必要だと感じている。
●木材・木製品製造／大手プレカット工場の出す
見積金額が材料・加工賃共に安価く、価格競争
が激化。
●窯業・土石（砂利）／骨材需要は緩やかに増加し

ており、これから繁忙期に向かうことから期待が
高まるが、先行きは不透明。
●窯業・土石（山砕石）／製品出荷量の減少が続
き、操業日数を減少させ製品製造を行わず設備
や労働力の維持を図っている。この状況が継続
するようであれば休業日を増加せざるを得ず、給
料の減額に迫られることを懸念している。
　隣接する神奈川・静岡県の公共工事が動き始め
たが、県内動向は未だに動きが無く、先行きは不
透明。
●鉄鋼・金属／製造業全体として徐々に忙しくなっ
ており売上高、収益状況は3％と緩やかに改善。
●一般機器／業界として全体の景況感は改善し
ていると思われる。
●電気機器／人材不足から廃業した同業者がで
ている。官公需を受注した電気事業者が、県外
業者から安価な既製部品を手配し、県内業者に
対しては保守管理のみ発注する事例が増えてい
る。官公庁は県内企業からの調達増大を強く進
めてもらいたい。
●電気機器／航空機関連の取引は低水準で推移
しており、10月受注分からはコストダウンが行わ
れる。
●宝飾（貴金属）／K10製品よりK18等の品位の
高いものの人気が高まり、売上は前年同月比20
％増加。

■非製造業
●卸売（紙製品）／中国の輸入規制から国内の古
紙に過剰感がある。年末に向けて厳しい状況が
懸念される。
●卸売（ジュエリー）／バンコクの展示会では、こ
れまでルビー・サファイア等の素材の購入が多
く、製品を販売するところではないという認識だ
ったが、日本製のジュエリーに興味を持つバイヤ
ーが増え、今後の可能性に期待。
●小売（石油）／9月に入り原油価格が上昇し、併
せて卸価格も上昇した。小売市場に充分な転嫁
が行えず利益につながらない。
●宿泊業／秋の観光シーズンに入りシルバーウィ
ークは来県者が増加した。ブドウ狩りの時期は終
わるが、県内各地ではワインイベントが開催され
るので、期待している。前年同月比で売上高、収
益とも2～3％増加。
●美容業／9月は新規4名の組合加入の申し込み
があったが、全体的に年々組合員数は減少して
いる。
●産業廃棄物処理／家屋解体の処理が増えてい
るが業界全体は低調。水銀含有廃棄物の処理
に関する廃棄物処理法の改正が10月から改正
されるため、施行後は注意深く動向を探ってい
く。
●一般廃棄物処理／事業系一般廃棄物処理計
画は市町村ごとの処理計画に隔たりがあり、取
引単価に関してもまちまちである。取引によって

は半値で行われる状況もあり、適正な処理が行
われず正常な取引に支障をきたしている。
●警備業／警備員の派遣要請は多いものの、警
備員不足から充分に応えられない状況が続いて
いる。人材の確保について企業や関係機関等が
行っているが、成果が出ておらず、今後は警備料
金の引上げ、警備員の処遇、職場環境の改善を
行い、人材の定着を図る必要があると感じてい
る。
●建設業（総合）／9月の県内公共工事動向は、前
年同月比で件数は17％、請負金額は22％それ
ぞれ減少。今年度の累計では件数は8％、請負
金額は16％減少。
●建設業（型枠）／来年は仕事量の減少から工事
単価の減少が予想される。
●建設業（鉄構）／全体的に繁忙感はあるが、工
期のずれ、材料調達の遅れから工程が滞るケー
スが見受けられる。稼働率100％の工場もあれ
ば、手持量が1ヵ月未満や稼働率70％程度の工
場もあり、企業格差が広がってる。
●設備工事（電気工事）／組合会員の高齢化、工
事量の減少、人材不足が課題。
●設備工事（管設備）／業界として人材不足が課
題である。住宅工事量の減少が続き、売上高で
は26.7％減少。
●運輸（タクシー）／前年同月比で売上は微増。
旅行者の乗客数が少なく業界は低調。


